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第 3 章では，近接場光を力として高感度に測定するために本研究で新たに開発した非接触 AFM の構成，ならびに
近接場光を測定するための実験システム，測定に必要な要素技術について述べている。




測定して， p 偏光入射の方が s 偏光入射に比べて力が大きいことを見いだして，この実験結果を説明するためのモデ
ルを提案している O
第 5 章では，近接場光を力として高分解能に画像化した結果について述べているo まず，近接場光を画像化するた
めに必要な技術的な課題について説明している o 次に，近接場光を光として高分解能に画像化することが出来る方式
を考案し， 50nm 以下 C< え /14) の分解能で近接場光を測定することに成功している D
第 6 章では，力による近接場光測定の高感度化・高分解能化について述べているo 検出感度を 1 ， 000倍向上させる














(1 ) 近接場光によって探針に働く力を真空中で測定できる装置を開発しているo この装置では力を安定に測定でき
るように万全な除振を行い，力を測定する原子間力顕微鏡 (AFM) の剛性を高めるために AFM 本体を小さ
く作る工夫を行っている。




(4) 近接場光によって探針に働く力の入射光の偏光依存性を測定して， p 偏光入射による力が S 偏光入射による力
よりも強いことを見いだして， この結果を説明するモデ、ルを提案している o
(5) プリズム背面に設けていた電極を，極薄電極を用いてプリズムの全反射表面に設けることにより，近接場光に




(7) 近接場光によって探針に働く力の測定により，空間分解能15nm 以下(< ﾀ /33) を実現し，従来の力の測定
で得られた空間分解能170nm を 10倍以上改善できることを示している o
以上のように，本論文は，近接場光によって半導体探針に働く力を測定して，力の働く機構を検証し，近接場光に
よって働く力の距離依存性ゃ，入射光の偏光依存性を測定している。さらに，近接場光によって探針に働く力の強さ
を 1 ， 000倍強くする方法を開発し，また，凹凸像，接触電位差像，ならびに近接場光像をほぼ完全に分離して測定出
来る方法を開発して，従来の力の測定で得られた空間分解能170nm を 10倍以上改善することにも成功している o よっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認める o
? ?
